
「白老町地域公共交通計画」は従来の計画から何が変わったのか？ 

法改正に伴い、従来の「地域公共交通網形成計画」に代わる新たな計画の作成が努力義務化されました。 
「地域公共交通計画」は従来の計画に対し、対象や内容、位置づけ、実行性の確保のそれぞれの面で拡充され、新たな計画とすることで、地域交通に関する各種の
取組を更に推進していくことを目的としています。 
 
◆「地域公共交通計画」と「地域公共交通網形成計画」の違い 
 地域公共交通計画 

（法改正：令和 2年 11月以降） 
地域公共交通網形成計画 

（法改正：平成 26年 11月以降） 

計画の対象 

・ネットワークの確保・充実に加え、ダイヤや運賃などの面からも 
サービスを総合的に捉え改善や充実に取り組む 

・地域の輸送資源を総動員する具体策を盛り込むことができる 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 地域公共交通計画で位置づけている輸送資源 

・バス路線などの専ら公共交通のネットワークの確保・充実（主に 
路線の再編や新規整備）を対象とする 
 
 
 
 
 
 
 

  

図２ 地域公共交通網形成計画で位置づけている輸送資源 

位置づけ 
・地方公共団体による作成を法的に努力義務化 
・基本的に全ての地方公共団体において計画の作成や実施に取り組む 

・地方公共団体による作成が可能 

実行性確保 
・定量的な目標の設定や毎年度の評価などの仕組みを制度化 
・定量的なデータに基づく PDFAサイクルの取組を強化 

・可能な限り具体的な数値指標を明示 
・原則として計画期間の終了時・計画の見直し時に達成状況を評価 

出典：国土交通省 地域公共交通計画等の作成と運用の手引き（第 3版）   



◆ 白老町地域公共交通計画 新旧対照表（その１） 
 【新】 白老町地域公共交通計画 

（計画期間：令和 7年度～令和 11年度） 【旧】 
白老町地域公共交通網形成計画 
（計画期間：平成 29年度～令和 6年度） 

基
本
理
念 

まちの魅力や特性を最大限に活かした、持続可能な公共交通システムの維持・発展
～地域のつながりを強め、みんなで暮らしの質を高める～ 地域と暮らしを⽀え、⼈とコミュニティをつなげる公共交通システムの構築 

基
本
的
な
方
向
性
に
該
当
す
る
施
策 

➊ 地域循環バス「元気号」による暮らしの利便性・快適性の確保及び持続可能 
性の検証 

➊ 暮らしの利便性と快適性を確保する元気号の運⾏内容の⾒直し 

・施策① 「元気号」の継続的な運行  
・施策② 「元気号」の利用実態・利用ニーズの把握 

・施策① 地域循環バス「元気号」における路線及び時刻表の⾒直し 

❷ デマンドバス「カムイ号」の運行内容の充実及び効率的な運行の実現 ❷ 町内公共交通の利⽤者需要に即した新しい交通（デマンド型交通等）の 
効率的な導⼊ 

・施策③ 「カムイ号」の利用特性の把握 
・施策④ 運行管理効率化に向けた環境整備 

・施策② 町内迂回区間における定時定路線と予約運⾏型を組み合わせた 
新たな公共交通形態の導⼊ 

❸ 交流促進バス「ぐるぽん」による周遊利便性の確保及び効果的な運行の検証 ❸ バスマップの作成・配布や運賃施策などの利⽤促進策の実施 
・施策⑤ 「ぐるぽん」の利用実態・観光客の移動ニーズの把握 
・施策⑥ 効果的な運行の検証 

・施策③ 町内バス交通を網羅した利便性が⾼く使いやすいバスマップの 
作成・配布 

・施策④ 町内バス交通におけるわかりやすい運賃体系の構築 
❹ 町民と一体となった利用促進策の実施 ❹ 移動困難者における⽣活移動の⽀援策の検討 

・施策⑦ 町民が積極的に公共交通に関わる機会の創出 
・施策⑧ 町内バス交通を網羅した利便性が高く使いやすいガイドブック等の 

更新・配布 
・施策⑨ バス乗り場等を掲載した案内標示の設置 
・施策⑩ 町内バス交通におけるわかりやすい運賃体系の構築 

・施策⑤ 後期⾼齢者等における移動困難者への⽣活⽀援サービスの継続 
検討 

❺ 他のまちづくり分野との連携 ❺ ⽣活交通と連携した町内観光施設を周遊するバス路線の検討 
・施策⑪ 交通分野・福祉分野における役割の明確化 
・施策⑫ 地域交通の担い手不足の解消に向けた官民連携 

・施策⑥ 本町への来訪者における移動を⽀援する観光周遊バス路線の導⼊ 

❻ 広域的な生活行動を支援する苫小牧市及び登別市等近隣市への広域公共交
通の維持 

❻ 町⺠の広域的な⽣活⾏動を⽀援する苫⼩牧市及び登別市等の近隣市町へ 
の広域公共交通の検討 

・施策⑬ 本町と周辺市町を結ぶ地域間幹線系統の維持 ・施策⑦ 本町と周辺市町を結ぶ地域間幹線系統の維持 

❼ 地域の特性を活かした新たな移動手段（交通形態）の検証  
・施策⑭ 各地域における交通課題の解決に向けた検証を実施 



◆ 白老町地域公共交通計画 新旧対照表（その２） 
 【新】 白老町地域公共交通計画 

（計画期間：令和 7年度～令和 11年度） 【旧】 
白老町地域公共交通網形成計画 
（計画期間：平成 29年度～令和 6年度） 

基
本
的
な
方
向
性
に
該
当
す
る
評
価
指
標
お
よ
び
目
標
値 

 
評価指標 01地域循環バス「元気号」の年間利用者数 

● 方向性の①、④、⑤に該当 
評価指標 02 デマンドバス「カムイ号」の年間利用者数 

● 方向性の②、④、⑤に該当 
評価指標 03 交流促進バス「ぐるぽん」の年間利用者数 

● 方向性の③、④、⑤に該当 
評価指標 04 地域交通(元気号・カムイ号・ぐるぽん)の収支率 

● 方向性の①、②、③、④、⑤に該当 
評価指標 05 公的資金投入額 

● 方向性の①、②、③、⑤に該当 
評価指標 06 町民ニーズの聴取機会 

● 方向性の①、②、③、④、⑥、⑦に該当 
 
＜評価指標に係る目標値＞ 
評価 
指標 

現状値 目標値 
令和 5年度 令和 7年度 令和 8年度 令和 9年度 令和 10年度 令和 11年度 

01 13.234人/年 13.234人/年以上 13.234人/年以上 13.234人/年以上 13.234人/年以上 13.234人/年以上 

02 16,527人/年 16,527人/年以上 16,527人/年以上 16,527人/年以上 16,527人/年以上 16,527人/年以上 

03 15,463人/年 15,463人/年以上 15,463人/年以上 15,463人/年以上 15,463人/年以上 15,463人/年以上 

04 

元気号 3.1% 3.1％ 3.1％ 3.1％ 3.1％ 3.1％ 

カムイ号 4.8％ 4.8％ 4.8％ 4.8％ 4.8％ 4.8％ 

ぐるぽん 3.5% 3.5％ 3.5％ 3.5％ 3.5％ 3.5％ 

05 103,701千円/年 106,812千円/年以下 109,923千円/年以下 113,034千円/年以下 116,145千円/年以下 119,256千円/年以下 

06 １回 3回 3回 3回 3回 3回 
 

 
評価指標 01 元気号における 1日当たりの利用者数 

● 方向性の①に該当 
評価指標 02 予約運行型の新たな公共交通形態の 1日当たりの利用者数 

● 方向性の②に該当 
評価指標 03 元気号の年間利用者数 

● 方向性の③に該当 
評価指標 04 福祉有償運送事業所数の維持 

● 方向性の④に該当 
評価指標 05 町内バス路線利用者の観光目的割合 

● 方向性の⑤に該当 
評価指標 06 地域間幹線系統の維持 

● 方向性の⑥に該当 
 
＜評価指標に係る目標値＞ 
評価 
指標 

現状値 目標値 
平成２８年度 令和６年度 

01 56.4人/日 70.0人/日 

02 ― 20.0人/日 

03 20,579人(見込み) 25,500人 

04 5事業所 5事業所 

05 0％ 
20％  

※目標値（令和 2年度） 

06 2路線 2路線 
 

 


